
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時 2 月25 日 水 10 :00։ 11 :30 
会 場 段原公⺠館 研修室 1 
対 象 どなたでも 
定 員 ２０人 要申込み、先着順  
講 師 郷土史研究家 佐伯 邦昭 さん 
申込み ２月２日（月）９時։受付開始 

「比治山」は多くの野鳥の往来が見られる、絶好の観察スポットです。 

比治山に生息する鳥たちを探して、季節や自然を感じてみましょう。 
 

日 時 3 月  15 日（日） 9:00〜11: 30 

場 所 比治山公園（現地集合・解散） 

集合場所 路面電車「比治山下」電停側から登って最初の駐車場（第三駐車場） 

対 象 小学生以上（小学生は保護者同伴）  定 員 15 人（要申込み、先着順） 

講 師 日本野鳥の会広島県支部会員 堀江 春生 さん  

持参物 お持ちの方は 8〜10 倍程度の双眼鏡、筆記用具、お茶（飲み物） 

※双眼鏡は貸出可能です。申込みの際にお知らせください。 

服 装 ⻑袖、⻑ズボン、歩きやすい靴、防寒対策 

備 考 小雨が降るなど天気が曖昧な場合は、当日の朝 8 時の時点で実施するかどうかを 

判断し、公⺠館での座学に変更する場合は参加者へ連絡します。 

申込み 2 月 18 日（水）9:00〜 受付開始 

 

期 間  3 月 11 日水։ 3 月 29 日日  場 所 段原公⺠館 ロビー 
 
    「̒比治山の野鳥」小さな写真展 (2026 年度) カレンダーのダウンロードはこちらからどうぞ！ 

ൺ࣏ࢁ ͞ΜΆ バードウォッチング 2026 
参加費 

無 料 

公⺠館だよりは、段原中学校区内の各町内会及び朝⽇新聞サービスアンカーA S A 安芸府中、中国新聞スタジアム通り営業所のご厚意により、各家庭に配布していただいております。 

団体構成員の過半数が広島市⺠ծ又は団体の所在地が広島
市内にある団体がծ4 月։翌年 3 月に実施する活動が対象
です。 
■助成部門／助成額 
①団体育成助成部門設立後 3 年未満1 件 5 万円以内 
②まちづくり活動発展助成部門／1 件 50 万円以内 
※①は書類選考կ②は書類選考後ծ公開審査会での企画発表
で選考٥決定しますկ 
■応募方法 
応募の手引٥申請書は、公財広島市文化財団ひと٥まちネットワ
ーク部管理課、(株)広島銀行本店の営業部ծ合人社ウエンディひ
と٥まちプラザծ市役所市⺠ロビーծ区役所、公⺠館等で 1 月 15 日
から配布します。公財広島市文化財団ひと・まちネットワーク
部 HP からもご覧いただけます。申請書を 1 月 29 日(木)։2 月
19 日(木)午後 5 時必着の期間にծ公財広島市文化財団ひと・ま
ちネットワーク部管理課へ。 
 
■応募説明会 
1 月 23 日(金)午後 6 時半։7 時半ծ合人社ひと・まち
プラザ中区袋町 6 番 36 号 
問(公財)広島市文化財団ひと٥まちネットワーク部管理課
中区袋町 6 番 36 号TEL 082-541-5335 

参加費 

無 料 

* * 

* 
「比治山の野鳥」小さな写真展 

* 

今年のテーマは「自然」。夏の猛暑、大雨、地震、災害など、私たち人間ではどうにもできないことが「自然」だと

思い知らされる一年でした。そんな中、「熊」の出没も相次ぎ、彼らもまた、自然と戦う中、行き場を失い人里に姿

を見せることが増えていました。『自然界での生物の共存』それがうまくできるようにと願い、今回はその理想郷

をあやめの生徒たちが感じるまま描いてみました。それぞれの動物たちや虫たちの表情に注目してください。 
 

期 間 2 月 21 日（土）〜 3 月 8 日（日）  場 所 段原公⺠館 ロビー 
 

段 原 中 学 校 特 別 支 援 学 級  僕らのアトリエinあやめ 

 

* * 

まちづくり活動支援基金չट (ふむふむ)պ 
⸔ 䧭 㔚 ⡤ ⹫ ꧊  

参加費 

無 料 

段 原 地 区 の 歴 史 を た ど る  

段原再開発(西部地区)の思い出 
再開発で大きく変わった段原地区。 

再開発にあたり行政や多くの住民の願いや

努力があり、今の段原のまちなみに生まれ

変わりました。再開発がどんな形ですすめ

られてきたのかを段原の歴史をたどりなが

ら振り返っていきます。 
 

こ ど も 体 験 講 座  
「ミニカー型キーホルダー鋳造体験」 

鋳 造
ちゅうぞう

とはծ車でいえば 
車の心臓部「エンジン」 
になる素材をつくるため 
の加工方法です。 
実際にչミニカー型キーホルダーպを作って
ものづくり体験をしてみませんか。 

日 時 2 月7 日 土 

①   9 :30։ 10 :40 
②  10 :50։ 12 :00 

会 場 段原公⺠館 2 階 会議室 2 
対 象 小学生とその保護者 
定 員 各回 8 組 16 人程度 
内 容 ものづくりについてのお話と鋳造体験 
持参物 飲み物 
講 師 マツダ㈱本社工場 

第３パワートレイン製造部のみなさん      
申込み 電話または公⺠館へ先着順 

※駐車場に限りがあるため、自転車や徒歩等

でのご来館にご協力下さい。 


